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研究成果の概要（和文）：我々の共同研究では、小さき存在が児童になる過程を「学校的社会化」と独自に概念
化し、その過程の解明を目指してきている。その流れの中で本研究では、「子ども理解の制度化」というテーマ
を設定し、3つの研究プロジェクトを有機的に連関させながら推進した。第一に、教室場面での教師－児童の相
互行為分析から「児童になる」過程の解明を目指した。第二に、戦前期の小学校における児童評価に関わる資料
の分析を通して「児童観」の解明を目指した。そして第三に、広義の逸脱現象（いじめ、児童虐待、発達障害な
ど）の分析を通して、「子ども理解」の特質を否定的側面から逆照射した。

研究成果の概要（英文）：We have been studying the “school socialization”, which is our original 
concept for many years.  This concept means the process where infants grow up to be elementary 
school students in modern Japanese society, since Meiji era.  In this study, we especially focus on 
how the institutionalized way of understanding children has been developed from the point of social 
constructionism, which we regard children as not real existence but socially constructed in the 
process of teachers’ daily practice of teaching and evaluating them.
 Our research project consists of three empirical studies.  We have video-taped and analyzed 
teacher-students interaction in everyday school life. We also collected historical school documents 
of pre 2th world war periods such as academic and other personal records from elementary schools.  
The last thing we focused on is the negative aspect of understanding children.  We approached a case
 of bullying suicide and analyzed this case.

研究分野： 教育社会学

キーワード： 教育社会学　歴史社会学　相互行為分析　構築主義　学校的社会化　いじめ　児童　個性
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 「小さき存在が児童になる」ことに着目す
る「学校的社会化」は、北澤が研究代表をつ
とめてきた基盤研究(C)(2007-2009、2010- 
2012)において使用し始めた概念である。こ
の概念は、広い文脈では M.フーコーや Ph.
アリエスらが提示した近代的な「教育」や「子
ども」の成立の様相を今日的な事象としてと
らえなおすものであり、2 つのアプローチか
ら研究を進めてきた。ひとつは現代の学校空
間における教師-児童の授業場面の相互行為
研究であり、もうひとつが日本における「児
童」の成立過程を探究する歴史社会学研究で
あった。 
 こうした「学校的社会化」の歴史と現在を
見通す研究を蓄積する中で、〈子ども理解〉
の制度化という新たなテーマが浮かび上が
ってきた。〈子ども理解〉とは、所与として
存在している「子どもの実体(性質や能力等)」
を教師が見出し評価するような性質のもの
ではない。それはむしろ、観察・評価といっ
た日常的な教育実践によって達成されるも
のであり、その過程のなかで「子どもの実体」
が構成されると考えられる。 
 以上を受けて本研究は、授業場面の相互行
為研究と、学校における活動や児童・生徒理
解の様式を規定する歴史性の探究を継続的
に深めるとともに、その発展形態として〈子
ども理解〉の制度化の解明という新たな研究
課題を設定した。ここでいう〈子ども理解〉
の制度化は、日常場面や歴史的局面はもとよ
り、いじめや児童虐待などの社会問題のなか
にも否定的な形で観察可能である。例えば、
いじめ事件報道は否定的な意味での制度化
された〈子ども理解〉の一形式といえるが、
事件の現場に存在するはずの固有の現実を
見ることなしに外部から批判するだけでは、
いじめ問題解決への有効な手だては得られ
ない。 
 
２．研究の目的 
 
 以上の背景を踏まえ、本研究では新たに
「いじめ問題」を取り込むことで、より多角
的な研究の推進を目指した。すなわち、（1）
相互行為研究、（2）歴史社会学研究、（3）い
じめ問題と生徒指導に関する研究の 3つのア
プローチである。これらは「現場の人々が行
う理解の実践」を読み解くという基本姿勢に
おいて有機的連関をもつ。また、それぞれの
研究は、〈子ども理解〉における「理解観」
そのものの問い直しという共通の目的の下
に組織された。以下、それぞれの研究の具体
的な目的を示す。 
 
（1）学校授業場面の相互行為研究 
 小学 1 年生と 6 年生の授業場面を録画し、
その映像データを分析するなかで、学校的社
会化の様相と授業秩序の維持という現代的

課題を明らかにする。その際に着目するのは、
児童が教師あるいは児童と相互行為するな
かで獲得する「方法知」である。すなわち、
小さき存在であった子どもが、「児童」とな
るための「方法知」(挙手や発言の仕方、ルー
ル違反に対する謝罪の仕方など)を授業の相
互行為場面においていかにして獲得してい
くのかを読み解くことで、学校的社会化のメ
カニズムを明らかにする。そして、そこで得
られた知見を手がかりとして社会化の理論
研究の深化を図る。 
 
（2）「児童観」の歴史社会学研究 
 「個性調査簿」を中心とする学校表簿のさ
らなる収集・分析により、「個性」概念の変
容過程を明確にする。また、一次史料に残る
家族や近隣の状況、父母の希望などの記述か
らは、家庭が学校的「児童理解」を実践する
場へと変容する「家庭の学校化」を読み取る
ことが可能であり、家庭までを視野に入れた
日本の「児童観」の成立と制度化の経緯を解
明する。さらに、本研究では明治期に社会問
題化した「児童虐待」をテーマに加える。こ
れは、（3）のいじめ問題研究同様、問題視さ
れる社会現象にこそ制度化の過程や観念の
成立が際立ったかたちで観察できるという
見通しによる。これにより、学齢児童を保護
されるべき存在とみなし、労働から切り離す
ことで「児童」が成立する過程を明らかにす
る。 
 
（3）いじめ問題と生徒指導に関する研究 
 現代の日本社会には、いじめをめぐる独特
な言説が流通しているが、いじめを社会問題
化する報道機関(新聞、テレビ、雑誌など)が
いじめ言説を生産し、その言説を社会成員が
受容し反復実践し、そうした動きをマスメデ
ィアが報じるという相互反映的な関係性が
成立している。報道機関はいかなる現実を作
り出しているのか、そして言説の対象となる
いじめ当事者(被害者、加害者、学校関係者な
ど)は、それぞれにいかなる現実を生きている
のか。これこそが本研究の課題である。それ
ゆえ、教師は子どものトラブルをどう理解し
対処しているのか、生徒指導の現場でいじめ
という言葉はどのように使われているのか、
いじめをめぐる報道言説(=支配的言説)と当
事者の経験はいかに乖離しているのかとい
った問いに答えていくことで、生徒指導とい
じめ問題との関連性、いじめと自殺の結びつ
き方、いじめ隠蔽問題といった問題群に対し
て新たな視点を提示する。 
 
 以上の通り、本研究は小さき存在を児童と
して理解する実践の「歴史」と「現在」をよ
り深く探究していくことに加え、子ども（児
童／生徒）を理解する実践の「失敗」として
議論される教育問題を検討することにより、
学校的社会化の現代的課題について考察を
行うものであった。こうした問題関心から、



本研究では、すでに収集してある膨大な映像
データや歴史資料の継続的分析を進めると
同時に、新たな史資料の収集を蓄積した。さ
らには、大津いじめ事件を中心としてマスメ
ディアの報道内容を多角的に収集分析する
とともに、事件の現場を生きる当事者たちの
現実に接近するために、インタビュー調査を
はじめとした現地調査を継続して実施した。
これらの実証研究を積み重ねることで、それ
ぞれの領域において新たな知見を提供し、社
会化理論、言説理論、社会問題理論など、関
連する理論研究の発展に寄与することを目
指した。 
 
３．研究の方法 
 
 研究（1）では、「子ども」が「児童」にな
る局面を対象にして、エスノメソドロジー、
会話分析、カテゴリー分析などの視点に依拠
した相互行為分析を行った。具体的には、こ
れまでの共同研究において収集した学校場
面の映像データ、および新規に収集したデ
ータを共同研究グループ全体で詳細に分析
していくことで、仮説の生成とその検証作業
を行った。それにより学校的社会化の実践の
あり様を解明するとともに、そこで得られた
知見を手がかりとして社会化理論（言語的社
会化、身体の社会化、方法知の習得と実践な
ど）の精緻化を目指した。 
 研究（2）では、継続課題である「児童」
概念の成立過程の解明に加え、「子ども理解
の〈制度化〉過程」を析出するために「個性
調査簿」などの学校表簿に着目した。個性調
査簿は、当時の教師が児童をどのように理解
していたかを示す貴重な情報源であり、これ
までにも関東甲信、東北地方の小学校に保存
されている表簿を収集し、データベース化と
分析に取り組んできた。個性調査は省令や通
達によって一律に開始されたものではない
ため、普及時期や項目、記述の様態が地域や
学校によって異なる。それゆえ、全国的な実
態を把握するために一次史料の収集対象地
域を広げて調査を行った。同時に、明治期か
ら始まる「児童虐待」問題の展開過程を丹念
に検討することで、「児童」概念の成立過程
の解明に接近することを企図した。 
 研究（3）では、＜子ども理解＞の失敗と
して語られる傾向のあるいじめ問題につい
て、その議論の展開を強く方向づける各種メ
ディア報道の詳細な分析を行った。その一方
で、メディア報道の対象となる事件現場・教
育現場を生きる当事者たち（被害者、加害者、
学校関係者など）の現実を明らかにするため、
当事者たちへのインタビュー調査を拡張し
て継続し、構築主義の視点からいじめ問題を
めぐる多元的現実にアプローチした。メディ
アが作り上げるいじめ問題と、生徒や教師と
いう教育現場を生きる人々の学校経験との
乖離に着目し、「いじめと生徒指導」問題に
ついて新たな知見を提供するとともに、構築

主義をはじめとした社会問題理論の新たな
展開可能性について検討した。 
 
４．研究成果 
 
 以下、各年度の研究成果を本課題の３つの
アプローチ、（1）学校授業場面の相互行為研
究、（2）「児童観」の歴史社会学研究、（3）
いじめ問題と生徒指導に関する研究、の項目
ごとに示す。 
 
【平成 25 年度】 
（１）平成 24 年度後半より関東圏内の公立
小学校においてフィールドワークを開始し、
授業場面の映像データの収集を行なった。収
集した映像データのデータベース化に着手
するとともに、複数の視点からの分析を行な
った。具体的には、本共同研究が継続課題と
して掲げる「学校的社会化」の諸相を明らか
にする試みとして、授業場面にみられる発話
のインデックス性と「笑い」の発生に焦点を
合わせ、教師―児童および児童間の非対称性
に関する相互行為分析を進めた。 
（２）①明治・大正期に作成された学校表簿
の分析により「個性」概念の変容過程を明確
にし、②家庭までを視野に入れた日本の「児
童観」の成立と制度化の経緯について考察を
進めた。①は、大正期の教師たちが個性調査
簿に記録された児童の「個性」を参照しなが
ら、児童の「性格づけ」・「語り継ぎ」の実践
を行なっていたことを明らかにした。②では、
近代学校教育制度成立以降、しだいに家庭内
に学校的な価値が入り込み、保護者が学校教
育に適合するかたちで子どもの養育にあた
るようになった要因を<家庭の学校化>の観
点から考察を行なった。 
（３）「大津いじめ自殺事件」を報じた新聞・
雑誌・テレビが、「男子生徒の自殺はいじめ
自殺であった」との「事実」をいかにして作
り出してきたかを検討した。また、マスメデ
ィアの分析と並行して「当事者」(第三者調査
委員会関係者、学校関係者、メディア関係者
等)への聞き取り調査を継続して行なった。 
 
【平成 26 年度】 
（１）既に収集していた映像データの分析と
新たに関東圏内の公立小学校においてフィ
ールドワークを開始し、映像データの収集と
観察記録の作成を行った。その成果として、
授業場面において教師が一人の児童を児童
集団から切り離し、再び集団に帰属させる実
践や、教師が板書を用いて児童の視線を巧み
にコントロールする方法を明らかにした。こ
のほか、外国にルーツを持つ児童を学級に受
け入れていく方法としての席替えの持つ意
味を明らかにした。 
（２）新聞記事の分析を通して日本の戦前期
において児童虐待問題が構築されていく過
程を明らかにし、子どもが「教育されるべき
対象」とされていくことを解明した。また、



学制発布以降に国家・府県が制定した生徒心
得・罰則を分析することを通して、学校にお
ける罰則の変容を示し、生徒集団を管理する
教師の懲戒権力の成立過程を明らかにした。
愛媛県での学校史料調査により、重要かつ大
量の一次史料群を発見した。 
（３）「大津いじめ自殺事件」に関するフィ
ールドワーク、新聞記事やテレビ番組録画デ
ータ等の収集を継続して行うほかに、NHK
アーカイブス学術利用トライアル研究へ参
加することで得られた文字起こしデータ等
をもとに分析が進められた。その成果として、
「いじめ」が「いじめ苦」という感情経験と
結びつき、「いじめ自殺」が最初に社会問題
化する過程を明らかにした。それと同時にい
じめ問題に巻き込まれていく当事者の経験
の構造を解明した。 
 
【平成 27 年度】 
（１）収集済みの映像データ分析、つくば市
内の児童館、横浜市内の小学校におけるフィ
ールドワークを実施した。その成果として、
授業場面において逸脱的な振る舞いをする
児童に対する教師の対応や、発達障害をめぐ
る教育実践の諸相を明らかにした。また、授
業への「焦点化」や新任教員の語りに着目し
て、新任教員が抱える困難に対する教育臨床
の社会学的実践についての検討を行った。 
（２）愛媛県、高知県、長野県での学校史料
調査を実施し、これまでに収集した学校表簿
史料の記載項目一覧表を作成した。表簿名称、
項目や様式の変遷、同一校における表簿の変
化を追うことで、児童の個人性を把握する実
践の歴史性を明らかにした。また、明治前期
の教師用テキストであった「学校管理法書」
中の記述から生徒へ罰を与える教師像の成
立・変容過程を明らかにし、その変容要因と
して、表簿を用いて児童・生徒を理解しよう
とする観念の登場があったことを解明した。 
（３）「大津いじめ自殺事件」に関するフィ
ールドワークの実施に加え、収集したデータ
等の整理・分析を進めた。その成果として、
大津いじめ事件に関するテレビ報道におい
て、<有識者>を「問題化装置」として位置づ
け、大津いじめ事件が社会問題として構築さ
れる過程や、生徒指導という観点から学校に
おけるいじめ対応の課題を明らかにした。 
 
【平成 28 年度】 
（１）収集済みの映像データ分析と、つくば
市内の児童館におけるフィールドワークを
実施した。その成果として、教師と児童の相
互行為による学校秩序や授業の成立過程、発
達障害児に対する学校での服薬管理への注
視、児童館での支援実践、子どもの対人葛藤
場面における保育者の指導実践、教員養成課
程における「現場」体験の重要性について実
証的に明らかにした。また、生徒間の相互行
為や新任教員の困難の特徴を明らかにする
ための理論的、制度的な検討も行なった。 

（２）「児童観」の成立過程を検討するため
の史料の分析とデータベース化作業を継続
し、さらに埼玉県や茨城県における史料収集
調査を実施した。その成果として、大正期小
学校の評価に影響を与えた社会的要因、学校
表簿史料を分析する方法とその意義、卒業式
の変遷から見る感情教育の特徴、明治期から
昭和戦前期における社会問題としての児童
虐待の構築過程、近代公教育の成立過程にお
ける教育観や戦前期のボーイスカウトの指
導観について明らかにした。 
（３）「大津いじめ自殺事件」とそれに関連
する「いじめ」事件のフィールドワーク、並
びに資料収集と分析を行った。その成果とし
て、ほぼ同時期に起きた大津市いじめ自殺事
件と高島市のいじめ事件おける社会問題化
過程の比較を通して、「いじめ」事件の事実
認定と学校の責任について検討した。また、
テレビ報道による大津いじめ自殺事件の構
築過程や現実構成過程の実証的研究の方法
と可能性を明らかにした。 
 
【平成 29 年度】 
（１）さいたま市内とつくば市内の小学校で
観察とビデオ撮影調査を行い、授業場面にお
ける教師と児童の相互行為形式を分析する
ことで児童的振る舞いの観察可能性を考察
し、学術誌への論文掲載など着実な成果を上
げた。また、幼保小の接続問題に関連して、
幼保段階における初期学校的社会化の様相
を解明するために、さいたま市内の幼稚園で
の観察とビデオ撮影調査を開始し、平成 30
年度も継続することが決定している。さらに、
学校的社会化を逆照射するものとしての発
達障害児の事例研究も継続的に実施してお
り、その成果の一部は学術論文として公刊し
た。 
（２）学校表簿の分析とデータベース化作業
を継続し、「個性調査簿」データを基に大正
期・昭和初期になされた児童への評価が人々
の生活歴設計に影響をもちえたかを考察し
た。また、学校的社会化が促進された歴史的
背景として教育勅語や学校儀式の問題、学校
的社会化の浸透により顕在化した課題とし
て、1930 年代の児童虐待問題などに取り組
み、成果を上げた。 
（３）「大津いじめ自殺事件」をはじめとし
た「いじめ問題」に関する新聞記事収集やテ
レビ報道の録画とともに、大津市事件関係者
へのインタビュー調査を継続的に実施した。
加えて、本事件の民事裁判の中で実施された
4 回におよぶ証人尋問すべてを傍聴し、詳細
なフィールドノートを作成した。そして、こ
れまでの継続調査から得られた多様なデー
タを多角的な視点から分析することで、中間
報告的な性格を持つ研究成果報告書を平成
30 年 3 月末に公刊した。 
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